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モノづくりへの挑戦と

  環境問題への積極的な取組

加工不良の削減

  発生した不良に対して原因分析と対策を実施

  再発を防止して電力使用量の削減へ取り組む

二酸化炭素排出量の削減

   電力消費量の削減を中心とした

   二酸化炭素排出量の削減へ取り組む

改善提案の推進

   従業員全員で日常業務の改善や効率化

   を考え業務改善に繋げる取り組み

12 
つくる責任
つかう責任

８
働きがいも
経済成長も

９
産業と技術革新
の基盤を作ろう

４
質の高い教育を
みんなに

発行にあたって

SDGｓの取り組みについて

経営課題である 〝加工不良の削減″ に対する取組を重点目標におき、

試行錯誤しながら、一歩ずつ改善に向けて取り組んでいる活動を記録に

残しました。

    グループ全員とより多くの関係者の方々に理解して頂くため、文字を

大きくグラフや写真を多用しPDCAにそって表記しました。

    当社の活動が環境に貢献している事を広く知ってもらうためSDGｓと

結びつけ、今後も環境問題への積極的な取り組みに努めます。

コミュニケーションを図る

   関係者が集まり会議を開催する。

   各活動の進捗状況や活動評価を確認する。

12 
つくる責任
つかう責任

13
気候変動に
具体的な対策を

12 
つくる責任
つかう責任
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会社名 竹田サンテック株式会社 代表者 竹田　勝宣　　　

共立サンテック株式会社 代表者 竹田　哲也　　

資本金 1,530万円

1,000万円

所在地 静岡県静岡市駿河区国吉田1丁目10番53号

連絡先 電話　054-267-7551　　

FAX　054-267-7532

 ◇環境管理責任者　　武田　淳

 ◇連絡先担当者　　　永山友佳子

kyoritsu@kr-suntec.jp

自動車照明器具の金型を一貫製作します!!

金型設計

   設計図作成
      （CAD､CAM）

  ３Ｄモデル

機械加工

      穴開け加工

  切削加工
      （金属、電極材）

仕上加工

  放電加工

 旋盤･磨き

  組立･納品

自動車照明器具の  

製品を作成できる

金型を製造します!

最新の

システムを駆使し

金型の凹凸構造を

デザインします。

製品（右･左セット）
金型（グレー部分）

金型の元となる鋼 

材を少しずつ削り

設計どおりの凸凹

 形状に近づけます。

金型の細部を加工 

し滑らかな表面に

仕立て上げ取引先    

へお届けします。
樹脂を流す

竹田サンテック㈱ 共立サンテック㈱
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　  加工不良（作業ミス） 　自動車車種の減少

　  がある 　　　　　　　　（予想）

　  作業環境の維持     モデルチェンジ周期

　  粉塵対策等                           の長期化

     大型金型、精密金型 　顧客数が少ない

　 の技術力がある

　◆事業上の強み      改善提案が推進され

　◆有利な点      ている

社内で

事業における

チャンス

考えられる 考えられる

事業における

課題

　◆事業上の弱み

　◆問題点

社外で

全組織   竹田サンテックグループ

    竹田サンテック株式会社

         共立サンテック株式会社  

全活動   樹脂成形金型の設計/製作

仕上げ加工

竹田 共立

売上高 1,549百万円 454百万円

※ 従業員数 49名 43名

延床面積 1,658ｍ2 1,141ｍ2

敷地面積 2,166ｍ2 1,850ｍ2

                                                          　※ 役員を含む

  4



      

会社方針 モノづくりへの挑戦
▪創業以来の実績と先進技術開発により常にフレッシュな加工技術

をものにします。

▪工程や加工法を革新的に合理化し、短納期に対応するとともに

品質向上に努めます。

▪ジャンルを問わない取り組みと経費の見直しによりコスト低減を

実現します。

基本方針 環境問題への積極的な取り組み
▪当グループは、事業活動を行うなかで、環境保全が重要な課題

の1つであることを認識し樹脂成形金型の一貫作業において客先

からの要求をチャンスととらえ、技術の向上と資源の有効活用

を図り環境問題への積極的な取り組みに努めます。

行動指針 5項目の活動
▪当グループに適用される環境関連法規・当グループが同意する

その他の要求事項を遵守します。

▪事業活動を通じて、以下の取り組みに対して環境目標・環境活動

計画を定め継続的な改善に努めます。

▪2050年のカーボンニュートラルへの取り組みを積極的に進めます。

①省エネルギーに取り組み、二酸化炭素の排出量を削減します。

②安定型混合物の中身を明確にし、廃棄物排出量の削減に努めます。

リサイクルの推進に努めます。

③節水に努め、水使用量を削減します。

④改善提案から課題を発見し、チャンスと捉え、品質の改善及び

効率化として改善提案の推進を図ります。

⑤環境保全に関する地域社会との調和を図ります。

 制定日 2013年10月  4日

 改訂日 2022年11月25日 （第6版）

竹田サンテックグループ

    竹田サンテック㈱ 代表取締役      竹田 勝宣

共立サンテック㈱ 代表取締役  竹田 哲也
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代表取締役
▪総括（環境経営システム・緊急事態発生時等）  

▪課題とチャンスの明確化

▪経営資源の準備

▪環境経営方針の策定

▪全体の評価と見直し・指示

環境管理責任者・環境管理事務局

▪環境経営システムの構築・運用・維持、社長への報告

▪環境関連法規等の遵守評価

▪環境目標・活動計画の策定・見直し

▪環境関連法規等の取りまとめと見直し

▪中間審査・更新審査の受審 ▪環境経営レポートの作成

部門管理者・副部門管理者

▪代表取締役･環境責任者の指示、命令を伝達

▪自部門の環境経営システムの運用・維持

▪教育訓練・緊急事態への準備および対応・是正処置など

従業員

▪環境経営方針、環境活動計画等の取組への遂行

▪環境関連法規等の遵守および社会貢献など

代表取締役

竹田 勝宣

環境管理責任者

武田 淳

設計･部門管理者

大榎    伸吾
機械・部門管理者

砂 和往

総務･部門管理者

鈴木    克己

設計･副部門管理者

佐野    大輔

機械･副部門管理者

    新庄 誠

総務･副部門管理者

佐々木 基宣

設計従業員 機械従業員総務従業員

仕上・部門管理者

長島 秀樹

代表取締役
兼 共立サンテック㈱代表取締役

竹田 哲也

仕上･副部門管理者

  金刺 光高

仕上従業員

環境管理事務局
佐々木  基宣
永山   友佳子

竹田サンテック㈱ 共立サンテック㈱
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グループ合算値

電力 2,560千kWh

エネルギー

原材料

金属材料    366t

電極材料     21t  
（カーボン）

切削油   4t     

化学物質
PRTR法の該当品なし

金型設計

    設計図作成

   ３Ｄモデル

機械加工

        穴開け加工

   切削加工
      （金属、電極材）

仕上加工

放電加工

    旋盤･磨き

    組立

材料・再資源化

鋼材･切粉 124ｔ

電極材･切粉   18ｔ
（カーボン）

廃油（油性）    3ｔ

ＣＯ2 排出量

 グループ合算値

  469,010 kg-CO2

生活用

 水使用量        

 ガス使用量

納品引取・打合せ

  ｶﾞｿﾘﾝ車、軽油車

（ＮＣ加工プログラム）

竹田サンテックグループ

竹田サンテック㈱

共立サンテック㈱

生産活動での投入量と排出量（2023年度実績）
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ベース期
環境活動削減項目

　　🔶 CO2係数 20年度実績 23年度目標 24年度目標 25年度目標

竹田 710,748 85.3 ％ 104,335 92.0 ％ 56,546 92.0 ％ 56,294

共立 421,745 1.5 ％ 415,544 2.5 ％ 411,411 3.4 ％ 407,281

合計 1,132,493 54.1 ％ 519,879 58.7 ％ 467,957 59.1 ％ 463,575

竹田 1,737,778 2.5 ％ 1,693,468 2.5 ％ 1,693,468 10.3 ％ 1,559,347

共立 1,100,177 2.0 ％ 1,078,365 3.0 ％ 1,067,580 4.0 ％ 1,056,795

合計 2,837,955 2.3 ％ 2,771,833 2.7 ％ 2,761,048 7.8 ％ 2,616,142

竹田 5,231 1.0 ％ 5,180 1.5 ％ 5,155 1.9 ％ 5,130

共立 1,409 22.0 ％ 1,720 21.0 ％ 1,705 20.0 ％ 1,691

合計 6,640 3.9 ％ 6,900 3.3 ％ 6,860 2.7 ％ 6,821

竹田 15,401 2.5 ％ 15,786 2.0 ％ 15,710 1.5 ％ 15,635

共立 491 ％ 996 ％ 992 ％ 988

合計 15,892 12.0 ％ 16,782 11.6 ％ 16,702 11.1 ％ 16,623

竹田 2,036 1,975 1,955 1,934

共立 1,319 3.0 ％ 1,280 4.0 ％ 1,266 5.0 ％ 1,253

合計 3,355 3,255 3,221 3,187

竹田 2,049 1,988 1,967 1,947

共立 1,866 3.0 ％ 1,810 4.0 ％ 1,791 5.0 ％ 1,773

合計 3,915 3,798 3,758 3,720

竹田 452 438 434 429

共立 442 3.0 ％ 429 4.0 ％ 425 5.0 ％ 420

合計 894 867 859 849

72 78 78 78

地域貢献

会社周辺清掃実施率
100% 100% 100% 100%

100% 55 ％ 45% 60 ％ 40% 65 ％ 35%

化学物質（PRTR法対象物質）は使用していないため項目に入れていません。

      ガソリン及び軽油の目標はコロナ禍が終了し立合い回数及び新規成形先が増えたので見直しをしました。

　  ベース期の不良発生件数を100と指数表示しました。

　軽油使用量

（ℓ）

廃棄物排出量削減

一般:可燃ゴミのみ

　　　　　（kg）

 　 竹田サンテック㈱は2023年4月よりCO2フリー電力の契約に切替えました。

CO2排出量削減

（kg-CO2）

　電力使用量

（kw）

産廃:混合廃棄物 

  

 

　　　　　（kg）

総排水量の削減

（ｍ3）

ガソリン使用量

（ℓ）

ベース比

削減率

ベース比

削減率

中　期　目　標

共通

活動

ベース比

削減率

維持 維持維持

維持 維持1件/人
品質改善及び効率化

改善提案提出件数

課題の改善
不具合発生率の削減

🔶 0.379

中部電力2020年度

調整後排出係数

🔶 2.322

🔶 2.585

2

1

1

今期取組年度

3

3

2

2

103.0

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

102.0 101.0
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ベース期
環境活動削減項目

　　🔶 CO2係数
20年度実績 23年度目標 23年度実績

目標

達成

 掲載　

ページ

竹田 710,748 85.3 ％ 104,335 106,615 2.2 ％ ×

共立 421,745 1.5 ％ 415,544 362,396 12.8 ％ 〇

1,132,493 54.1 ％ 519,879 469,011 9.8 ％ 〇

竹田 1,737,778 3.0 ％ 1,693,468 1,621,429 4.3 ％ 〇

共立 1,100,177 2.0 ％ 1,078,365 938,703 13.0 ％ 〇

合計 2,837,955 2.3 ％ 2,771,833 2,560,132 7.6 ％ 〇

竹田 5,231 1.0 ％ 5,180 5,113 1.3 ％ 〇

共立 1,409 22.0 ％ 1,720 1,623 5.6 ％ 〇

合計 6,640 3.9 ％ 6,900 6,736 2.3 ％ 〇

竹田 15,401 2.5 ％ 15,786 16,322 3.4 ％ ×

共立 491 ％ 996 1,020 2.4 ％ ×

合計 15,892 12.0 ％ 16,782 17,342 3.3 ％ ×

竹田 2,036 1,975 1,789 9.4 ％ 〇

共立 1,319 3.0 ％ 1,280 909 29.0 ％ 〇

合計 3,355 3,255 2,698 17.1 ％ 〇

竹田 2,049 1,988 1,345 32.3 ％ 〇

共立 1,866 3.0 ％ 1,810 1,357 25.0 ％ 〇

合計 3,915 3,798 2,702 28.9 ％ 〇

竹田 452 438 443 1.1 ％ ×

共立 442 3.0 ％ 429 440 2.6 ％ ×

合計 894 867 883 1.8 ％ ×

72 78 79 ○ 16

100% 100% 100% ○ 18

100% 55 ％ 45% 51% × 19

　

 

16

 グループとしての評価

産廃:混合廃棄物

　　　　　（kg）

総排水量の削減

（ｍ3）

10

11

維持

13

14

CO2排出量削減

（kg-CO2）

　電力使用量

（kw）

ガソリン使用量

（ℓ）

　軽油使用量

（ℓ）

廃棄物排出量削減

一般:可燃ゴミのみ

　　　　　（kg）

ベース比

削減率

1件/人

今期活動実績と評価

共通

活動

目標/実績

品質改善及び効率化
改善提案提出件数

課題の改善
不具合発生率の削減

🔶 0.379

中部電力2020年度

調整後排出係数

🔶  2.32

🔶  2.58

各社ごとの評価はP10～P21に記載

地域貢献
会社周辺清掃実施率

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
合計

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

+

+

+

+

+

103.0

定例会議にてグループ全体で四半期ごとの

活動評価を発表しています。目標達成を意識しながら活動をしていました。  廃棄物

の分別における意識が高まっています。２４年度の目標値は当初のまま変更しません。
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目標

実績

目標

実績

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ

竹田93％・共立97％

711 106

710

104
56 56

0

200

400

600

800

2020年 2023年 2024年 2025年

ｔ-CO2 CO2排出量削減 実績

目標

ＣＮを実現するため、２０１３年度比

△５０％削減計画を立てました。

２０年度では、１３年度比△１７％とな

り、２０３０年中間目標まで△３３％と

なりました。今期４月にＣＯ2フリー電

気を契約し大幅削減をしました。

削減計画を活かして次年度も省エネに努

めます。

竹田

ST

422 362

422 416 411 407

0

350

400

450

2020年 2023年 2024年 2025年

ｔ-CO2 CO2排出量削減
実績

目標

共立

ST

ＣＯ2排出量の占有率が９９％を占める

電力に比例し目標を達成しました。

活動項目の遵守状況を定期的に確認する

事や節電に繋がる小さな行動の積み増し

を大切に次年度も省エネに努めます。

竹田はＣＯ2フリー契約前
～23年4月まで
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社内ルール

① 昼休み、離席時は消灯を行う。 ◯

➁

体感温度や室温,CO2濃度を考慮し空調を効率的かつ省エネ

利用する。デマンド対策を実施中 （自動制御 設置 ’20/12）

前年の契約電力350kwh以下を目指す。

◯

③
部屋の端～端までと天上～床上までの温度ﾑﾗをなくすため

ｻｰｷｭﾚｰﾀｰ4台と換気扇4ヵ所を増設。室温･濃度 随時測定
◯

④ 各担当者が、隔週木曜日にﾌｨﾙﾀｰを目視点検する。 ◯

⑤ 各担当者が、隔週木曜日にﾌｨﾙﾀｰを目視点検する。 ◯

⑥
自主保全点検チェックシートに使用前チェックをする。

(配管途中の継ぎ手部、エアーガンホースの取付部など)
◯

⑦
不良要因に対する対応を進め月1の部門長会議で検討する。

不具合発生時には報告書を提出する。20ページを参照
◯

⑧
改善提案より省エネに繋がるものを募集する。

事例紹介は18ページを参照
◯

⑨
省エネ・環境保全活動を全員参加で積極的に進める。

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの吹出圧力低減と中部電力の節電要請に協力
◯

⑩
部門長・副部門長とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを円滑にし、3ヶ月ごとに

活動状況（達成度/活動報告/是正内容)の確認をする。
◯

加工不良の削減

改善提案の募集

目標と実績の評価

設計

室内環境の改善

CN活動の推進

エアー漏れチェック

活動項目

不要照明の消灯

エアコン管理　

　　

室温計・CO2濃度測定器併用

ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰ清掃/交換

機械ﾌｨﾙﾀｰ清掃/交換

遵守
状況
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　目標と実績のグラフと評価コメントです。
　　

1,738 1,621

1,738

1,693 1,693

1,559

0

1500

1600

1700

1800

2020年 2023年 2024年 2025年

MW
電力使用量削減

実績
目標

ＣＮの実現に向けた目標値に設定しスタート

しましたが、２０２０年と比較して今期上半

期は機械稼働時間が２,８９０時間増加し目標

未達が続きました。２４年度まで設備投資等

による大幅な電力量削減ができないため目標

値の見直しを実施いたしました。下半期で受

注高が減り使用量が減少し、デマンド管理の

効果や活動の遵守,吹出圧力の低減による効果

によって目標を達成することができました。

竹田

ST

1,100 939

1,100
1,078

1,068

1,057

0

900

1000

1100

1200

2020年 2023年 2024年 2025年

MW 電力使用量削減
実績
目標

２０２０年と比較すると受注した型種の多くは、

小型やインナーレンズのような高い精度が求め

られています。部品加工を行っている精密ＮＣ

フライス盤 の使用頻度が増えました。

下半期で受注高が減り､放電加工機の稼働時間

が少なかったことが大きな減少要因だと思いま

す。また､活動項目においてエアコン及び

機械のフィルターの未交換が２回ありました。

是正処置の後は活動が定着しています。

前年比較

（竹田）350kwh⇒340kwh  〇

（共立）296kwh⇒290kwh  〇

エアコンフィルター交換も

定期的に実施しています。

コンプレッサーの吹出圧力を

0.61⇒0.55Mpaに低減

使用量の占有率が30％⇒25％に

下がりました。
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目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績
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ℓ ガソリン使用量削減
実績
目標

15,401 16,322
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15,786
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14000

15000

16000
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ℓ 軽油使用量削減
実績

目標

491 1,020

491

996

992 988

0
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ℓ 軽油使用量削減 実績
目標

竹田

ST

1,409 1,623

1,409

1,720 1,705 1,691

0

1450

1700

1950

2020年 2023年 2024年 2025年

ℓ ガソリン使用量削減
実績
目標

共立

ST

コロナ禍の終わりから成形の立合い回数が増加し、ガソリンの使用量が増えまし

た。軽油はベース期に未導入だったトレーラーの使用量と納品引取先が県外まで

広がったため増加しています。期の途中でガソリンと軽油の目標値を見直しまし

たが、ガソリンは達成し、軽油は未達という結果でした。活動の取組は定着して

いるので次年度も活動の継続とエコ運転に努めていきます。

竹田と同様、成形の立合い回数が増加し、ガソリンの使用量が増えました。

軽油は県外まで利用が広がったため増加しています。期の途中でガソリンと軽油の

目標値を見直しましたが、ガソリンは達成し、軽油は未達という結果でした。

活動の取組は定着しているので次年度も活動の継続とエコ運転に努めていきます。
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①

➁

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

社内ルール

①
可燃ゴミに紙類・ダンボールを混ぜない。

金属類・廃プラ等　産廃コンテナに入れない。
◯

➁
紙・カタログ・雑紙・ダンボールは有価へ回す。

金属・廃プラ・グラファイト・廃油等は有価へ回す。
◯

③
社内の届出用紙等は裏紙を利用する。

利用した枚数のカウントをする。
◯

④
FAX受信を直接PCに受信設定をして不要なDMの出力を

なくす。不要データ数のカウントをする。
◯

⑤
処理の状況、施設状況、許可証及びかんばんの確認

トラブルの有無などを年1回、現地確認をする。
◯

⑥
分別の意識向上を図るため、分別の中身をﾁｪｯｸし指摘する

月2回 安全委員8名で実施。ﾁｪｯｸ表を作成し全体回覧⇒P15
◯

⑦
改善提案より省エネに繋がるものを募集する。

事例紹介は18ページを参照
◯

⑧
部門長・副部門長とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを円滑にし、3ヶ月ごとに

活動状況（達成度/活動報告/是正内容)の確認をする。
◯

活動項目

分別徹底

有価物化の推進

裏紙使用の推進/管理

FAX受信のﾌｧｲﾙ管理

委託先の実地確認

パトロールチェック

改善提案の募集

目標と実績の評価

遵守
状況

一般

一般

金具を外し
金属クズへ

できるだけ有価に
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2,036 1,789
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kg 一般廃棄物排出量削減 実績
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指摘回数
一

般
1/24回

5/24回

2/24回

指摘内容（月2回　年24回実施）

梱包材は細分化して処理する。

混廃の内容物の記載がない

ペール缶は雨水が入らない様に

フタをして廃棄する

産

廃

2,049 1,345

2,049 1,988 1,967 1,947
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2020年 2023年 2024年 2025年

kg 産業廃棄物排出量削減
実績

目標

1,866 1,357

1,866 1,810 1,791

1,773
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1700

2100
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kg 産業廃棄物排出量削減
実績
目標

竹田サンテックと同様、活動項目は定着しています。改善提案で排出量の削減に関す

る提案は２件でした。次年度も引き続き活動を継続し削減に努めます。

活動項目の①分別徹底及び②有価物化の推進は定着しています。それが目標達成の成果

に繋がったと言えます。活動項目の③裏紙使用枚数は６,８３７枚、④ＦＡＸ受信の管理

により不要なＤＭ枚数の削除が８３６件でしたので費用換算すると２,１７４円

相当のコスト削減ができました。⑤実地確認も双方の契約内容及びマニフェストの交付,

処理の状況を確認し問題ありませんでした。その内容を写真付きでまとめ関係者に広報

しました。⑥改善提案で排出量の削減に関する提案は２件でした。

次年度も引き続き活動を継続し削減に努めます。

竹田

ST

共立

ST

チェック表の作成

 15



目標

実績

目標

実績
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ｍ3 総排水量削減
実績
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ST
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ｍ3 総排水量削減
実績
目標

グループ活動

採用された提案は

実施後の写真を撮ら

せてもらいます。

共立
ST

グループで共用して使う場所が多いので使用量は案分します。（端数は竹田）

生活用水として利用した以外に、夏場にコンプレッサーがオーバーヒート防止対策のた

め、放水をしながら吸気温度を下げる試運転にて利用しました。（各社 3台所有）

次年度から試運転の効果により使用量の変動がある場合は目標を見直します。

今後も引き続き削減につながる提案の募集と節水に努めます。
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EA

提案者 瀧澤さん

提案者 佐々木さん

提案者 森竹さん

提案者 鈴木洋さん

遮熱シート（左）未施工（右）

ミリねじ（ピンク色）

用紙に手書き（左）ＰＣで入力（右）
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目標

実績

72 79

72

78 78 78

0
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2020年 2023年 2024年 2025年

件 改善提案件数
実績

目標

実施率１００％を維持し目標を達成し

ました。

ローテーション制でチェック表の記載

にも漏れがありませんでした。

2020年 2023年 2024年 2025年

目標 100% 100% 100% 100%

実績 100% 100%

目標達成しました。各部門長が目標達成

に向けて一定量の提出を声掛けしたり、

過去の提案をリスト化し新テーマの発見

に繋がる工夫をした結果だと思います。

採用された提案の進捗状況を確認し完了

次第、写真を撮り管理しています。

前期未完だった提案は、今期中にすべて

完了しました。

今後も継続し業務改善に繋げます。

提案者 石垣さん

会社周辺エリア

① 機械 ・ 総務

② 設計 ③ 仕上 が担当
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設計部
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各部署の不具合対策内容とその評価

設計部：知識不足・教育不足

対策内容：新規の成形先の増加に

より成形先仕様の内容に対して不明な

項目や変更内容が多いため、設計全員

に対して事前に指導を行いました。

不具合発生後は、原因と対策を現物及

びデータ等で確認し再発防止に努めま

した。新人に対して不具合が起きた時

は図面の方向視や描き方を再教育し

アドバイスをしながらフォローを 効果・足りない点：不具合事例の共有、

しています。 他部署から要求内容をまとめ連携強化

他部署からの要求内容にも応えられる を進めることで不良の削減に繋がって

様に資料にまとめ、部署・他部署内の います。効果があったため次年度も

連携強化も積極的に行いました。 継続します。

機械部：加工前後の確認不足と教育不足

対策内容：設計・プログラムの事前

打合せを行い、加工前の注意事項など

を把握し、確認不足による対策をうち

ました。その他、加工前後に確認する

ポイントを週一回朝礼時に周知してい

ます。不具合発生時は報告書を作成し

ています。

教育に関して、新人2名に対して教育が 効果・足りない点：加工前の事前の

進み、多種類の機械に触れることにより 打合せをせず不良をまねいてしまった

経験値をあげています。 案件が数件重なった。指示書の内容確

教育の進捗スピードはゆっくりですが 認も含め、今後は他部署との確認を加

習熟した後、次のステップを検討して 工前に必ず行っていきます。

います。 次年度も継続し定着度を上げます。
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各部署の不具合対策内容とその評価

仕上部：データ入力ミス・教育不足

対策内容：データの入力は、新型が

出始めるタイミングで一番不具合を

起こしやすく、メモに取る,付箋を貼る

など確認作業に必要な情報を書き込み

入力時に照合させることを複数回注意

喚起しました。作業に集中し周りの人

も話しかけないルールを新たに設定し

ました。

不具合発生時も速やかに報告書を作成 効果・足りない点：確認作業時に

し、写真や書面で部署内の周知を徹底 テストモードの実施や、複数人で

しています。 行うことを対策内容に追加します。

教育の進捗状況は仕事量が増えあまり 教育も少しずつ取り組み人員を増

対応ができませんでした。 やし積極的に行っていきます。

グループ活動での評価
目標を達成できませんでした。

業務量の増加による確認不足や

データ入力によるヒューマンエラー

が多発しました。

次年度は不具合報告書の内容の周知

および注意喚起の実施をして、確認

不足の回避とルール遵守に努めます。

2020年 2023年 2024年 2025年

目標 100 △55 △60 △65

実績 100 △49
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グループ活動
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◎遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

　違反、訴訟等の指摘は過去3年間ありません。

法規・条例 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 会社 評価

電気事業法

自家用電気工作物設置　　　　　

保安規程の制定、届出及び遵守       

              　　　    法定点検の実施

中部電気保安協会へ委託 ○

産業廃棄物の保管 保管基準の遵守・保管場所の表示 ○

産業廃棄物の委託処理 処理業者と契約契約書の締結済 ○

マニフェスト管理 マニフェストの交付、5年保管 ○

マニフェスト交付状況の報告 2023年6月に報告書提出済 ○

委託先の実地確認と記録の保存 2023年12月に実施・記録済 ○

特定施設の届出 特定施設の届出済 ○

規制基準値の遵守 測定外部委託済（年1回） ○

振動規制法 特定施設の届出 特定施設の届出済 ○

自動車・家電　　　　

リサイクル法
廃棄時の記録管理等 今期はありませんでした。 ○

PRTR制度　　　　　　　　　　　

（第1種指定化学物質515種類）
PRTR法の該当なし ○

SDS制度　　　　　　　　　　　　　

（第1種及び第2種指定化学物質）
調査及び教育実施済 ○

該当者　資格取得済 ○

クレーンの法定点検・定期点検等 業者委託 点検済 ○

フォークリフト定期検査 車両点検　業務委託 ○

作業環境測定・粉塵測定(自主点検） 粉じん測定を業務委託済（年2回） ○

健康診断の実施 健康診断（6月頃実施） ○

　
圧縮出力7.5kwh以上業者委託済　　　

その他自主点検3ヶ月ごと実施済
〇

廃棄等実施者の引渡義務 今期はありませんでした。 〇

消防法 消防用施設の法定・定期点検等 業者委託　点検済（年2回） 〇

静岡市火災予防条例 防災規定書（左記の条例含む）確認 〇

少量危険物の届出 数量変更の届出提出 〇

指定可燃物の届出 数量変更の届出提出 ◯

一般取扱所の届出 数量変更の届出提出 〇

騒音規制法

化管法

労働安全衛生法

廃棄物の処理及び　

清掃に関する法律

フロン排出抑制法

 第一種特定製品

静岡市

産業廃棄物の

適正な処理に

共
立

竹
田

共
立

竹
田

竹
田

共
立

竹
田
・

共
立

竹
田
・

共
立

竹
田
・

共
立

竹
田
・

共
立

竹
田
・

共
立

竹
田
・

共
立

竹
田
・

共
立

安全又は衛生のための教育   

（安全衛生推進者講習等）

冷媒漏えい点検・整備記録等    

  （廃棄後3年間点検記録保存）

作成日 2013年10月15日

2024年3月22日

2024年3月29日

武田　淳

　　 法規見直日

 遵守状況確認

 遵守状況評価者
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見直日　2024年3月31日

　

  

全体評価コメント

今期4月にCO2フリー電気に切替えたため、CO2排出量は大幅に

削減出来ましたが、目標値を高く設定し過ぎたためか、目標達成

にはあと一歩でした。

また、県外の納入先が増えたため、軽油の使用量が増加し、目標

達成は出来ず、夏期にはコンプレッサー室の温度を下げるために水

を使用したため、総排水量の削減目標も達成出来ませんでした。

そして課題であった不具合発生率の削減では、竹田は大幅に削減

出来ましたが、共立は大幅に増加してしまい、グループ全体では

目標達成できませんでした。

竹田サンテックグループ

     竹田サンテック㈱ 代表取締役      竹田 勝宣

 共立サンテック㈱ 代表取締役 竹田 哲也

見直し指示内容

目標を達成出来た項目については引き続き継続し、達成出来な

かった項目については更なる努力を重ね、目標を達成出来るよう

活動をすること。

また、経営に直結する不具合発生率の削減については特に力を

入れること。

今期の取組状況の確認

    環境経営方針、環境目標、環境活動計画及び環境経営システム  

等における取組状況を確認し見直しの必要性はありません。
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